
国は国に向かって剣を上げず  

もはや戦うことを学ばない。 

（イザヤ書 2章 4節） 

 

 

 

 

 
 

 

 

「犠牲」という言葉にあなたはどんなイメージを持ちますか？  

お国のために命をささげるということが、 

尊い犠牲という一言で正当化されてしまうことがないでしょうか。  

 ぜひ、ご一緒に考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

＜テーマ＞ 「犠牲」という名のごまかし！？ 

＜日 時＞ 2013年 8月 11日（日） 15:00～17：00 

＜場 所＞ 日本バプテスト連盟西川口教会 

＜発 題＞ 松見 享子 氏 

（恵泉バプテスト教会協力牧師） 

＜主 催＞ 北関東地方連合社会委員会 

（問い合わせ先 浦和教会 柴田 良行） 

 


